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国内学会発表 1 桑鶴良平,順天堂臨床データウェアハウス（JCDW）の構築と活⽤︓附属4病院のEMRデータを基盤としたデータプロファイリング,第三回ヘルスデータサイエンス学会学術集会,東京⼤学
福武ホール,2024年11⽉30⽇

桑鶴良平

開設の⽬的・概要　等
データセンターの創設とデータの利活⽤により本学臨床研究の活性化を狙う。加えて、受託研究の獲得とデータ分析の有償提供により、本学の経済⾯での安定に寄与する。
本学内臨床研究、多施設（国際）共同研究、受託臨床研究などに資する臨床データウェアハウスを設計し、本学内に散在する各種臨床データを抽出・統合した臨床データウェアハウスを構築する。また、このようなデータウェアハ
ウスを活⽤したデータマネジメントのあり⽅を検討し、本学内組織における実装を⽬指す。
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